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カバープランツによるアレルギー性花粉植物の抑制 
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１．はじめに： 緑地管理が不十分で、農地畦畔、遊休農地や市街部の緑地などがアレルギー花粉を

飛散する雑草の自生地になっている箇所は少なくない。近年、緑地の雑草繁茂対策として、景観と環境

に配慮したグラウンドカバープランツの導入が各地の緑地で試行されている。 
 報告者らが行った遊休農地でのハーブ園造り、農地周辺や市街緑地でのカバープランツ導入による植

生調査の結果を報告し、今後の緑地管理への活用を展望する。 
カバープランツの拡張性や遮光性 ⇒ 雑草繁茂の抑制、景観の改善、除草労力の軽減など 

２．調査法： 富山県射水市で遊休となった農地へ、ハーブや景観草花を植栽し、植物種の相違によ

る拡張性、景観、管理のし易さなどを調査した。また水田畦畔、市街部の緑地などに導入されているカ

バープランツの現況を観察した。 
３．主な調査と観察結果：有休農地でのハーブ園造りの結果を表 1．に示す。 

表 1．植栽したハーブ類と景観草花の生育結果と用途 

    

       ◎：とても良い ○：良い △：あまり良くない ×：良くない  
 
 富山県射水市、富山市や南砺市の一部の水田畦畔では、カバープランツとして、シバ、オキザリスや

ヒメイワダレソウなどの植栽が試行されている。定植時の除草が充分であれば、ヒメイワダレソウのほ

ふく性により、雑草のスズメノカタビラ、ヨモギ、スギナなどの自生を抑制している。 
 市街部の道路沿い緑地では、ツタ植物やタマリュウやヒメイワダレソウなどがカバープランツとして

導入され、イネ科雑草の繁茂を抑制している。 
 今後、生態系にも配慮したカバープランツの導入により、アレルギー性花粉の飛散抑制が期待される。 


